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「沢登りの地平を拓くもの」 

－未知への探求、探検的沢登りの勧め－ 

 

成瀬 陽一 

  渓谷探検家 

 

 沢登りというこの独自な登山形態は、紛れもなく日本で生まれ今日まで発展してきたものである。は

じめは、藪の深い尾根筋を避けて、容易な谷間から効率的に山頂を目指すための手段に過ぎなかったが、

近代登山の発展とともに、沢登りはより困難性、より未開性を追求するように深化していった。山頂に

到るまでの過程にこそ、重きがおかれる時代になったのである。 

岩登りや冬期登山、藪漕ぎ、山スキーなどさまざまなバリエーション登山の形態の中で、僕には沢登り

は特別な存在だ。人跡まれな渓谷の真っ只中にひとり身を置くとき、孤独感と同時にとてつもない自由

を感じることがある。僕にとっての沢登りはスポーツではなく、むしろ信仰の一種だと思っている。渓

谷とは、立ち向かう、克服する対象物ではなく、ありのままの自分を受け止めてくれる大いなる存在

「神？」そのものなのだ。 

  

日本各地にはすばらしい渓谷がちりばめられている。北は北海道から南は九州屋久島、はたまた西表

島まで、その渓相は変化に富んで、各地で宝石のような輝きを放っている。その中でも、最たる物とし

て称名川がある。落差３２０ｍという日本最大の称名滝。その落口から２ｋｍ続く称名廊下の大峡谷地

帯。ここは、日本最後といってもいい地図上の空白地帯である。去年と今年、その大滝を攀じり、空白

地帯の全貌を見極めようと側面からの探査を繰り返した。そこには水流によって極限にまで磨かれた神

の造形が隠されていた。まず、その様子を報告したい。 

 

一方、日本の渓谷のすばらしさを知れば知るほど、僕の心は遠くへ向かっていった。かつて日本の渓

谷こそが世界一だと信じられている時代があった。だが、調べてみると日本の国土は、世界の陸地総面

積のわずか０．３パーセントにすぎないことを知った。実際、隣国台湾へ沢登りに出かけ、日本にはな

いようなスケールの大渓谷や信じられないような石灰岩の峡谷の存在を知った。日本が一番だという考

えは、やはり井の中の蛙であった。きっと世界の渓谷はもっと大きな可能性を秘めていることだろう。

ヒマラヤより高い山脈はもう存在しないけれど、台湾より深い渓谷は必ずや存在すると思った。 世界に

広がる沢の地平を見極めたいと意識した最初だった。 

 

それから僕は毎年のように、韓国、台湾、中国大陸（福建省、雲南省、四川省）、ニューギニア、オー

ストラリアタスマニア島、ハワイカウアイ島、今年のレユニオン島へと沢登りを続けてきた。そこには

いつも大きな感動と発見が待っていた。そして、今までつかみ所のなかった「沢登りの地平線」が、お

ぼろげながら見えかけたような気がした。そのあたりを、写真や動画を交えて報告させていただきたい。 

 

今こそ、日本から沢登りが世界に溢れ出していくときだと感じている。そして、沢登りという登山形

態が世界の渓谷で通用するか、日本の渓谷が、世界の中でいったいどんなものであるかを考えるきっか

けになったらと思う。   地球に刻まれた水の世界は、本当に素晴らしい。 


